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より日方減る　講臨　、
⑪
決
算
し
て
み
た
ら

㍉
｛
｝
伍
‘
｝
伍
｛
｝
牧
、
糞
込
裂
鉱
｛
銑
ζ
鋤
‘
斗
｛
勃
く
｝
誰

洗
「
町
家
計
簿
の
締
め
く
く
り
」
五
十
一
年
度
決
算
が
繍

漸
先
の
議
会
で
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
繍

漸
　
一
般
会
計
は
、
前
年
に
比
べ
歳
入
が
二
七
・
三
％
疇

漫
歳
出
は
二
八
．
一
％
の
伸
び
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
繍

陶
　
こ
れ
は
過
去
五
年
間
の
う
ち
、
歳
入
で
は
四
十
八
繍

漸
年
の
一
四
％
、
歳
出
は
四
十
九
年
の
ご
二
％
に
次
ぐ
繍

｝
、
低
い
伸
び
率
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
恥

洗
　
石
油
危
機
か
ら
経
済
は
低
迷
の
一
途
を
た
ど
り
、
繍

洗
今
な
お
脱
出
で
き
な
い
今
日
。
町
家
計
簿
へ
の
影
響
擦

漸
も
大
き
く
、
厳
し
さ
が
増
す
ば
か
り
で
す
。
　
　
　
繍

汽
罠
天
当
り
の
税
負
担
額
は
、
芳
三
千
九
身

洒
＋
六
円
で
、
昨
年
に
比
べ
四
雷
百
＋
四
円
の
填

陶
　
一
方
、
歳
出
額
は
一
人
当
り
、
二
十
三
万
八
千
百
繍

塗
士
、
一
円
と
な
り
ま
す
．
（
人
口
五
六
八
六
人
で
計
鍾

那
｛
斗
ζ
銑
‘
嚢
‡
裟
｝
寮
｝
寮
｝
驚
裟
｝
蕉
へ

●
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
●

　
分
担
金
は
二
倍
強
に

　
全
体
で
二
七
・
三
％
伸
び
た
歳
入

の
う
ち
、
分
担
金
が
土
地
改
良
、
ほ

場
整
備
事
業
の
施
工
に
よ
り
、
前
年

の
二
〇
八
％
と
大
巾
に
伸
び
ま
し
た
。

　
町
債
の
伸
び
は
、
七
四
％
、
国
の

景
気
浮
揚
策
で
町
道
改
良
に
農
協
な

撚

！
、

1
　q
噛准

　　　　43・7％　　　泌藷輝
町

ど
か
ら
借
入
れ
た
他
、
国
か
ら
の
交

付
税
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
借

入
れ
た
特
例
債
、
冷
害
に
ょ
る
救
農

債
が
主
因
で
す
。

　
中
で
も
自
動
車
取
得
税
交
付
金
が

前
年
よ
り
一
五
％
下
落
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
内
の
自
動
車
需
要
が
鈍

っ
た
た
め
、
町
へ
の
交
付
が
減
っ
た

も
の
で
す
。

7

町民税

総

町
民
税
七
五
％
の
伸
び

　
　
1
法
人
分
は
四
倍
に
ー

3，467アゴF］

鰯

　
歳
入
に
占
め
る
町
税
（
七
税
あ
る
）

は
五
・
八
％
、
そ
の
町
税
の
中
の
町

民
税
の
う
ち
、
個
人
分
が
七
五
％
伸

び
、
法
人
分
は
四
倍
に
な
り
ま
し
た
。

　
固
定
資
産
税
の
家
屋
分
の
伸
び
は

二
八
％
で
、
道
路
改
良
な
ど
に
よ
る

改
築
ブ
ー
ム
が
大
き
く
影
響
し
て
い

ま
す
。

　
た
ば
こ
消
費
税
は
、
五
％
伸
び
、

税
額
に
し
て
九
百
八
十
万
円
と
固
定

資
産
税
の
家
屋
分
よ
り
多
く
、
町
民

税
個
人
分
の
三
七
％
に
あ
た
り
ま
す
。

　
し
か
も
、
町
税
の
十
二
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

か
た
ば
こ
は
町
内
で
買
い
ま
し
ょ
う
・

の
由
来
は
、
こ
こ
に
あ
る
訳
で
す
。

農
林
関
係
の
成
長
6
8
％

　
　
人
件
費
は
幻
％
の
落
ち

　
予
算
の
執
行
率
九
八
・
七
％
、
千

八
百
三
十
四
万
二
千
円
の
不
要
額
が

出
た
歳
出
で
は
、
自
然
休
養
村
、
ほ

場
整
備
、
農
林
道
な
ど
の
各
事
業
費

【31”””II””ll”ll”1”II”1”広報まつのやま　Nα6

轟轟，
慕

前年
繰越金

930万円

　5．8％雛

　
　
　
　
　
　
万

入
っ
た
金
鰯

襟
，　り■●■■　r■　　　■，

　　じ　　ロ　じ　ロ　ロ

68万円i

灘しこじぢもロロむごし　むロシ

至支出金

，722万F

緩擁i
（単位円）

　　　　　　　　　　　　そ
　　　　　　　　　　　　の
　　　　　　　　　　　　他

　　　　補　　　　町　　　億
　　　八　　　　八債　　　五
　　　七助　　　八償　　＿六
　　六四　　 “・○還　　＿〇
　　　五金　　ハ四　　　　八
　　五万　夫万　　去万
　　％円　　　％円　　　％円

51．特別会計の決算額
τ　　　　　差　　　引

1 21，476，127

4 824，740

使った金
13億4，686万円

会計区釧歳　入　歳　出

　曜　至遥藩1暴鍔

を
抱
え
た
農
林
水
産
業
費
の
六
七
・

九
％
の
伸
び
が
目
立
ち
ま
す
。

　
災
害
復
旧
費
は
、
四
七
・
七
％
の

伸
び
で
、
特
に
町
道
の
災
害
が
多
発

し
、
全
体
の
八
七
％
、
中
で
も
農
地

災
害
が
七
一
％
減
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
豪
雪
の
傷
手
が
尾
を
引
い
た
．

　
な
お
、
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件

費
は
二
・
一
％
、
物
件
費
が
一
・
七

％
そ
れ
ぞ
れ
巾
が
狭
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
づ
く
り
に
投
資
し
た

経
費
が
四
二
％
で
五
・
一
％
伸
び
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

厳
し
さ
を
増
す
町
財
政

　
財
政
状
態
を
表
わ
す
経
常
収
支
比

率
に
よ
る
と
、
今
決
算
で
八
十
四
％

と
な
り
、
前
年
よ
り
六
・
二
％
悪
化

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
経
常
収
支
比
率
」
と
は
、
町
税
、

地
方
交
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税
な
ど
一
般
財
源
に
占
め

る
人
件
費
、
物
件
費
な
ど
経
常
経
費

の
こ
と
で
、
目
途
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し
て
、
八
○
か

ら
九
〇
％
が
硬
直
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九
〇
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を
越
す

と
赤
字
寸
前
と
な
り
ま
す
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従
っ
て
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八
○
％
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満
の
低
率
で

あ
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ば
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そ
れ
だ
け
「
ふ
と
こ
ろ
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に
弾
力
が
あ
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と
言
え
る
訳
で
す
・

　
な
お
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の
数
値
が
低
け
れ
ば
、

投
資
的
経
費
が
多
く
な
り
、
町
づ
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楽
に
行
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ま
す
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多
様
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す
る
み
な
さ
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の
ご
要
望

に
応
え
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た
め
一
層
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
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　　　七助　　　八償　　＿六
　　六四　　 “・○還　　＿〇
　　　五金　　ハ四　　　　八
　　五万　夫万　　去万
　　％円　　　％円　　　％円

51．特別会計の決算額
τ　　　　　差　　　引

1 21，476，127

4 824，740

使った金
13億4，686万円

会計区釧歳　入　歳　出

　曜　至遥藩1暴鍔

を
抱
え
た
農
林
水
産
業
費
の
六
七
・

九
％
の
伸
び
が
目
立
ち
ま
す
。

　
災
害
復
旧
費
は
、
四
七
・
七
％
の

伸
び
で
、
特
に
町
道
の
災
害
が
多
発

し
、
全
体
の
八
七
％
、
中
で
も
農
地

災
害
が
七
一
％
減
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
豪
雪
の
傷
手
が
尾
を
引
い
た
．

　
な
お
、
性
質
別
に
み
る
と
、
人
件

費
は
二
・
一
％
、
物
件
費
が
一
・
七

％
そ
れ
ぞ
れ
巾
が
狭
く
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
町
づ
く
り
に
投
資
し
た

経
費
が
四
二
％
で
五
・
一
％
伸
び
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

厳
し
さ
を
増
す
町
財
政

　
財
政
状
態
を
表
わ
す
経
常
収
支
比

率
に
よ
る
と
、
今
決
算
で
八
十
四
％

と
な
り
、
前
年
よ
り
六
・
二
％
悪
化

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
経
常
収
支
比
率
」
と
は
、
町
税
、

地
方
交
付
税
な
ど
一
般
財
源
に
占
め

る
人
件
費
、
物
件
費
な
ど
経
常
経
費

の
こ
と
で
、
目
途
と
し
て
、
八
○
か

ら
九
〇
％
が
硬
直
、
九
〇
％
を
越
す

と
赤
字
寸
前
と
な
り
ま
す
。

　
従
っ
て
、
八
○
％
未
満
の
低
率
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
「
ふ
と
こ
ろ
」

に
弾
力
が
あ
る
と
言
え
る
訳
で
す
・

　
な
お
、
こ
の
数
値
が
低
け
れ
ば
、

投
資
的
経
費
が
多
く
な
り
、
町
づ
く

り
が
楽
に
行
え
ま
す
。

　
多
様
化
す
る
み
な
さ
ん
の
ご
要
望

に
応
え
る
た
め
一
層
の
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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製の改
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り　3繕
1ま

　
九
月
定
例
会
は
、
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
の
会
期
で
開
会
。
毎
年
こ
の
議
会

は
、
町
の
「
ふ
と
こ
ろ
事
情
」
を
公
表
す
る
議
会
で
、
予
算
審
議
を
す
る
三
月

定
例
会
と
並
び
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
日
目
。
昭
和
五
十
一
年
度
町
会
計
決
算
、
今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
回
）
な
ど
を
審
議
し
た
後
、
五
議
員
が
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

町
長
の
所
信
を
質
し
ま
し
た
。
　
（
内
容
の
抜
粋
は
別
記
）

　
二
日
目
。
人
事
、
意
見
書
の
審
議
を
し
て
、
上
提
さ
れ
た
十
八
議
案
の
う
ち
、

意
見
書
を
除
き
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
成
立
さ
せ
、
午
前
中
に
二
日
間
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
額
は
二
千
六
百
万
円
に

合
計
十
三
億
九
千
万
円
を
突
破

　
七
月
二
十
五
日
、
第
三
回
を
専
決

処
分
し
た
二
三
九
万
円
に
加
え
、
こ

れ
で
総
額
は
、
士
．
↓
億
九
一
六
一
、
一
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
．
、

　
専
決
し
た
第
三
回
の
内
容
は
、
参

議
院
議
員
新
潟
補
選
の
投
開
票
事
務

費
が
主
で
す
。

　
第
四
回
は
、
入
る
金
町
税
千
四
百

九
十
万
円
。
そ
の
う
ち
、
町
民
税
の

個
人
分
が
六
百
五
卜
万
円
．
、
固
定
資

産
税
五
百
十
万
円
．
、
町
債
が
八
、
白
六

十
万
円
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
使
う
金
は
、
国
、
県
の
公
共
事
業

が
追
加
に
な
ゼ
．
た
た
め
、
町
負
担
金

六
百
二
卜
万
円
．
町
職
員
を
退
職
さ

条
例
改
正

　
工
事
請
負
費
な
ど
の
議
決
限
度

　
限
度
額
を
引
上
げ

　
工
事
請
負
な
ど
の
契
約
を
す
る
場

合
、
二
千
万
円
を
越
え
る
と
議
決
が

必
要
で
し
た
。

　
そ
れ
が
、
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て

三
千
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
の
で
、

条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　
請
負
額
が
多
額
に
な
り
、
工
事
の

早
期
発
注
に
支
障
を
来
す
点
を
考
慮

秋、田ならしがたけなわ（曽根）

れ
た
方
の
年
金
特
別
負
担
金
五
百
五

十
六
万
円
。

　
森
林
組
合
出
資
金
が
百
八
十
八
万

円
。
松
之
山
保
育
所
灯
油
タ
ン
ク
設

置
工
事
費
百
二
十
万
円
。

　
東
川
教
員
住
宅
移
築
工
事
費
白
テ

五
万
円
な
ど
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
積
立
金
を
一
千
万
円

取
り
く
ず
し
て
、
入
る
金
に
充
て
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
町
長
は
当

面
す
る
町
政
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
報
告
し
、
議
会
の
協
力
を
求
め
ま

し
た
、
、

「
自
然
休
養
村
事
業
が
来
年
度
で
終

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
で
「
議
会
を
軽
視
…
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
反
面
私

た
ち
町
民
は
、
早
い
着
工
、
立
派
な

完
成
を
望
ん
で
い
る
こ
と
も
、
ま
た

事
実
で
す
。

一
部
事
務
組
合
の
規
約
改
正

　
北
蒲
・
聖
篭
村
が
町
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
職
員
退
職
手
当
組

合
ほ
か
五
組
合
の
規
約
を
改
正
し
ま

し
た
。

質
問

　
今
秋
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
の
に
加
え
、
機
械

に
よ
る
稲
刈
り
が
普
及
し
、
降
雪
前
に
「
田
な

ら
し
」
を
し
た
い
と
い
う
希
望
者
が
多
い
。

　
今
秋
施
工
し
た
者
に
、
来
年
度
予
算
で
補
助

金
を
交
付
で
き
な
い
か
。

答
弁

般

質

　
補
助
金
交
付
よ
り
、
地
上
り
指
定
地
内
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
が
必
要
な
こ
と
は
、

ご
案
内
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
申
請
さ
れ
て
も
、
そ
れ
ら
一
連
の

手
続
き
が
間
に
合
わ
な
い
と
思
う
。

　
町
単
の
田
な
ら
し
を
希
望
さ
れ
る
こ
と
は
結

構
な
こ
と
だ
、
と
思
う
が
登
記
の
点
で
将
来
混

乱
す
る
懸
念
が
残
っ
て
い
る
。
今
後
、
補
正
し

て
ま
で
補
助
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問

、
郵
彰
響
幕
講
蝦
鄭
舞

る
に
は
、
議
会
に
諮
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
諮
ら
ず
に
定
め
る

こ
と
を
「
専
決
処
分
」
と
い

い
、
法
律
で
町
長
に
認
め
て

い
ま
す
。

　
二
の
処
分
が
で
き
る
場
合

と
し
て

専決処分とは

解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

議
会
を
開
会
で
き
な
い
▼
そ

の
事
件
が
急
ぐ
た
め
、
議
会

を
招
集
す
る
暇
が
な
い
▼
議

会
が
そ
の
事
件
を
議
決
し
て

く
れ
な
い
、
、
こ
の
三
事
情
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
専
決
し
た
場
合
は

次
の
議
会
に
報
告
し
て
、
議

会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

≦
事
事
禽
〆
づ
3
≦
》
》
5
》
5
5
｝
》
》
》
》
》
》
》
》
》

了
す
る
。
牧
場
近
辺
に
、
休
養
村
セ

ン
タ
ー
よ
り
小
規
模
な
同
施
設
、
坂

中
に
肉
牛
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
を
そ
れ
ぞ
れ
建
設
し
た
い
、
県
と

協
議
中
で
あ
る
。

　
松
里
簡
水
は
、
年
内
に
通
水
で
き

る
よ
う
ビ
ッ
チ
を
上
げ
て
い
る
．
、
こ

れ
が
完
成
す
れ
ば
、
町
内
同
じ
料
金

が
望
ま
し
い
の
で
、
検
討
し
た
い
］

と
報
告
、
更
に
、
国
道
．
五
三
号
線

に
つ
い
デ
は
残
工
事
を
含
め
な
お
二

卜
一
億
円
余
り
の
費
用
が
か
か
る
．
、

　
完
成
は
、
四
年
ぐ
ら
い
先
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
少
し
で
も
早
く
完
通
す

る
よ
う
頑
ば
り
た
い
凶

　
一
方
、
町
財
源
に
も
触
れ
、
「
今
後

か
な
り
の
資
金
不
足
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
議
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
一

層
の
ご
協
力
を
願
い
た
階
一
と
そ
れ

ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

財
産
の
取
得

　
農
村
地
城
工
業
導
入
団
地
の

　
用
地
取
得

「
松
之
山
に
住
み
た
い
已
　
ー
　
「
働

く
場
所
が
な
い
已
こ
れ
が
、
成
人
式

に
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
あ

り
ま
し
た
c

　
国
道
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
若
人

を
雇
用
す
る
企
業
が
入
っ
て
く
れ
ば
、

過
疎
の
歯
止
め
に
役
立
つ
の
で
は
、

と
今
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
場
所
は
、
堺
松
か
ら
大
荒
戸
へ
入

　
春
先
除
雪
は
、
幹
線
道
路
の
み
で
な
く
、
非

常
時
の
出
動
を
考
慮
し
て
隣
接
部
落
へ
の
町
道

も
計
画
に
組
ま
れ
な
い
も
の
か
。

答
弁

　
例
年
、
業
者
の
ブ
ル
を
借
上
げ
て
実
施
し
て

き
た
が
、
今
年
度
予
算
で
は
町
の
ブ
ル
で
除
雪

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
．
、
路
線
に
よ
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
困
難
な
個
所
が
あ
る
し
、

問
尉
響
、
て
る
と
き
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
質
問

　
最
近
、
町
に
帰
っ
て
き
た
若
い
人
が
多
勢
い

る
。
嫁
、
婿
の
不
足
問
題
に
関
連
し
、
彼
ら
を

歓
迎
す
る
催
し
を
計
画
す
る
気
は
な
い
か
。

答
弁

　
議
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
ご
研
究
頂
き
、
私

も
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

質
問

　
先
般
、
黒
倉
で
集
水
井
に
よ
る
傷
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
た
。
今
後
、
再
発
防
止
の
点
か
ら

集
水
井
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
。

国
保
会
計
の
補
正
（
第
二
回
）

予
備
費
を
四
十
六
万
円
減
額

　
予
算
総
額
に
変
更
は
な
く
、
予
備

費
を
減
額
し
て
松
之
山
診
療
所
の
浄

化
槽
工
事
の
不
足
分
二
十
五
．
万
円
。

　
下
水
の
配
管
工
事
費
な
ど
に
二
十

一
万
七
千
円
を
充
て
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
予
備
費
の
残
り
は
、

四
百
九
十
五
万
六
干
円
と
な
り
ま
し

た
c

簡
水
会
計
の
補
正
（
第
二
回
）

馴
年
度
の
繰
越
額
を
予
備
費
に

　
決
算
で
生
じ
た
四
十
七
万
四
千
円

を
補
正
額
と
し
、
予
備
費
に
繰
入
れ

て
こ
の
総
額
は
、
九
十
七
万
六
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

る
左
側
の
山
林
。
　
（
一
部
下
刈
り
終

了
）
面
積
は
、
一
互
二
九
㎡
。

　
価
格
は
、
立
木
補
償
を
含
み
千
百

九
十
五
万
円
で
、
逐
次
整
地
を
し
て

い
き
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　
和
久
井
広
吉
さ
ん
に
同
意

　
　
　
　
（
水
梨
・
枝
茂
の
下
）

教
育
委
員
の
任
命

　
相
沢
太
嘉
治
さ
ん
に
同
意

　
　
　
　
（
水
梨
・
多
ぜ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
）

答
弁

　
農
地
施
工
分
は
町
で
管
理
し
、
そ
の
他
林
務
、

営
林
、
土
木
施
工
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所
で
管

理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
、

質
間

　
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
来
年
は
、
百
ヒ
ト
万
ト

ン
の
米
作
減
反
を
実
施
す
る
と
観
道
し
て
い
る
．
、

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
、

答
弁

　
指
示
さ
れ
た
反
別
に
協
力
し
な
い
訳
に
は
い

か
な
い
、
、
県
始
め
、
山
間
地
に
は
「
米
作
」
よ

り
仕
方
な
い
の
で
適
地
適
作
を
強
調
し
て
き
た
、
、

郡
内
各
町
村
と
も
力
を
合
わ
せ
て
そ
の
配
分
を

県
に
．
要
請
し
て
い
き
た
い
．
、

，
饗
、

■　　餌、4ク

醸
　　b
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九
月
定
例
会
は
、
二
十
九
日
か
ら
三
日
間
の
会
期
で
開
会
。
毎
年
こ
の
議
会

は
、
町
の
「
ふ
と
こ
ろ
事
情
」
を
公
表
す
る
議
会
で
、
予
算
審
議
を
す
る
三
月

定
例
会
と
並
び
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
一
日
目
。
昭
和
五
十
一
年
度
町
会
計
決
算
、
今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
四
回
）
な
ど
を
審
議
し
た
後
、
五
議
員
が
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
、

町
長
の
所
信
を
質
し
ま
し
た
。
　
（
内
容
の
抜
粋
は
別
記
）

　
二
日
目
。
人
事
、
意
見
書
の
審
議
を
し
て
、
上
提
さ
れ
た
十
八
議
案
の
う
ち
、

意
見
書
を
除
き
全
議
案
を
原
案
ど
お
り
成
立
さ
せ
、
午
前
中
に
二
日
間
の
幕
を

閉
じ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
額
は
二
千
六
百
万
円
に

合
計
十
三
億
九
千
万
円
を
突
破

　
七
月
二
十
五
日
、
第
三
回
を
専
決

処
分
し
た
二
三
九
万
円
に
加
え
、
こ

れ
で
総
額
は
、
士
．
↓
億
九
一
六
一
、
一
万

四
千
円
と
な
り
ま
し
た
．
、

　
専
決
し
た
第
三
回
の
内
容
は
、
参

議
院
議
員
新
潟
補
選
の
投
開
票
事
務

費
が
主
で
す
。

　
第
四
回
は
、
入
る
金
町
税
千
四
百

九
十
万
円
。
そ
の
う
ち
、
町
民
税
の

個
人
分
が
六
百
五
卜
万
円
．
、
固
定
資

産
税
五
百
十
万
円
．
、
町
債
が
八
、
白
六

十
万
円
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
使
う
金
は
、
国
、
県
の
公
共
事
業

が
追
加
に
な
ゼ
．
た
た
め
、
町
負
担
金

六
百
二
卜
万
円
．
町
職
員
を
退
職
さ

条
例
改
正

　
工
事
請
負
費
な
ど
の
議
決
限
度

　
限
度
額
を
引
上
げ

　
工
事
請
負
な
ど
の
契
約
を
す
る
場

合
、
二
千
万
円
を
越
え
る
と
議
決
が

必
要
で
し
た
。

　
そ
れ
が
、
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て

三
千
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
の
で
、

条
例
を
一
部
改
正
し
ま
し
た
。

　
請
負
額
が
多
額
に
な
り
、
工
事
の

早
期
発
注
に
支
障
を
来
す
点
を
考
慮

秋、田ならしがたけなわ（曽根）

れ
た
方
の
年
金
特
別
負
担
金
五
百
五

十
六
万
円
。

　
森
林
組
合
出
資
金
が
百
八
十
八
万

円
。
松
之
山
保
育
所
灯
油
タ
ン
ク
設

置
工
事
費
百
二
十
万
円
。

　
東
川
教
員
住
宅
移
築
工
事
費
白
テ

五
万
円
な
ど
で
す
。

　
こ
の
た
め
、
積
立
金
を
一
千
万
円

取
り
く
ず
し
て
、
入
る
金
に
充
て
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
と
は
別
に
町
長
は
当

面
す
る
町
政
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う

に
報
告
し
、
議
会
の
協
力
を
求
め
ま

し
た
、
、

「
自
然
休
養
村
事
業
が
来
年
度
で
終

し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
一
部
で
「
議
会
を
軽
視
…
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
す
が
、
反
面
私

た
ち
町
民
は
、
早
い
着
工
、
立
派
な

完
成
を
望
ん
で
い
る
こ
と
も
、
ま
た

事
実
で
す
。

一
部
事
務
組
合
の
規
約
改
正

　
北
蒲
・
聖
篭
村
が
町
に
な
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
職
員
退
職
手
当
組

合
ほ
か
五
組
合
の
規
約
を
改
正
し
ま

し
た
。

質
問

　
今
秋
は
天
候
に
恵
ま
れ
た
の
に
加
え
、
機
械

に
よ
る
稲
刈
り
が
普
及
し
、
降
雪
前
に
「
田
な

ら
し
」
を
し
た
い
と
い
う
希
望
者
が
多
い
。

　
今
秋
施
工
し
た
者
に
、
来
年
度
予
算
で
補
助

金
を
交
付
で
き
な
い
か
。

答
弁

般

質

　
補
助
金
交
付
よ
り
、
地
上
り
指
定
地
内
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
き
が
必
要
な
こ
と
は
、

ご
案
内
の
と
お
り
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
申
請
さ
れ
て
も
、
そ
れ
ら
一
連
の

手
続
き
が
間
に
合
わ
な
い
と
思
う
。

　
町
単
の
田
な
ら
し
を
希
望
さ
れ
る
こ
と
は
結

構
な
こ
と
だ
、
と
思
う
が
登
記
の
点
で
将
来
混

乱
す
る
懸
念
が
残
っ
て
い
る
。
今
後
、
補
正
し

て
ま
で
補
助
す
る
考
え
は
な
い
。

質
問

、
郵
彰
響
幕
講
蝦
鄭
舞

る
に
は
、
議
会
に
諮
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
を
諮
ら
ず
に
定
め
る

こ
と
を
「
専
決
処
分
」
と
い

い
、
法
律
で
町
長
に
認
め
て

い
ま
す
。

　
二
の
処
分
が
で
き
る
場
合

と
し
て

専決処分とは

解
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
●
　
　
●
　
●
　
●
　
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

議
会
を
開
会
で
き
な
い
▼
そ

の
事
件
が
急
ぐ
た
め
、
議
会

を
招
集
す
る
暇
が
な
い
▼
議

会
が
そ
の
事
件
を
議
決
し
て

く
れ
な
い
、
、
こ
の
三
事
情
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
専
決
し
た
場
合
は

次
の
議
会
に
報
告
し
て
、
議

会
の
承
認
を
得
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

≦
事
事
禽
〆
づ
3
≦
》
》
5
》
5
5
｝
》
》
》
》
》
》
》
》
》

了
す
る
。
牧
場
近
辺
に
、
休
養
村
セ

ン
タ
ー
よ
り
小
規
模
な
同
施
設
、
坂

中
に
肉
牛
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
を
そ
れ
ぞ
れ
建
設
し
た
い
、
県
と

協
議
中
で
あ
る
。

　
松
里
簡
水
は
、
年
内
に
通
水
で
き

る
よ
う
ビ
ッ
チ
を
上
げ
て
い
る
．
、
こ

れ
が
完
成
す
れ
ば
、
町
内
同
じ
料
金

が
望
ま
し
い
の
で
、
検
討
し
た
い
］

と
報
告
、
更
に
、
国
道
．
五
三
号
線

に
つ
い
デ
は
残
工
事
を
含
め
な
お
二

卜
一
億
円
余
り
の
費
用
が
か
か
る
．
、

　
完
成
は
、
四
年
ぐ
ら
い
先
に
な
る

だ
ろ
う
が
、
少
し
で
も
早
く
完
通
す

る
よ
う
頑
ば
り
た
い
凶

　
一
方
、
町
財
源
に
も
触
れ
、
「
今
後

か
な
り
の
資
金
不
足
が
予
想
さ
れ
る

の
で
、
議
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
一

層
の
ご
協
力
を
願
い
た
階
一
と
そ
れ

ぞ
れ
報
告
し
ま
し
た
。

財
産
の
取
得

　
農
村
地
城
工
業
導
入
団
地
の

　
用
地
取
得

「
松
之
山
に
住
み
た
い
已
　
ー
　
「
働

く
場
所
が
な
い
已
こ
れ
が
、
成
人
式

に
取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
あ

り
ま
し
た
c

　
国
道
が
整
備
さ
れ
、
多
く
の
若
人

を
雇
用
す
る
企
業
が
入
っ
て
く
れ
ば
、

過
疎
の
歯
止
め
に
役
立
つ
の
で
は
、

と
今
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
場
所
は
、
堺
松
か
ら
大
荒
戸
へ
入

　
春
先
除
雪
は
、
幹
線
道
路
の
み
で
な
く
、
非

常
時
の
出
動
を
考
慮
し
て
隣
接
部
落
へ
の
町
道

も
計
画
に
組
ま
れ
な
い
も
の
か
。

答
弁

　
例
年
、
業
者
の
ブ
ル
を
借
上
げ
て
実
施
し
て

き
た
が
、
今
年
度
予
算
で
は
町
の
ブ
ル
で
除
雪

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
．
、
路
線
に
よ
っ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
困
難
な
個
所
が
あ
る
し
、

問
尉
響
、
て
る
と
き
検
討

　
　
　
　
　
　
　
　
質
問

　
最
近
、
町
に
帰
っ
て
き
た
若
い
人
が
多
勢
い

る
。
嫁
、
婿
の
不
足
問
題
に
関
連
し
、
彼
ら
を

歓
迎
す
る
催
し
を
計
画
す
る
気
は
な
い
か
。

答
弁

　
議
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
も
ご
研
究
頂
き
、
私

も
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

質
問

　
先
般
、
黒
倉
で
集
水
井
に
よ
る
傷
ま
し
い
事

故
が
発
生
し
た
。
今
後
、
再
発
防
止
の
点
か
ら

集
水
井
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の
か
。

国
保
会
計
の
補
正
（
第
二
回
）

予
備
費
を
四
十
六
万
円
減
額

　
予
算
総
額
に
変
更
は
な
く
、
予
備

費
を
減
額
し
て
松
之
山
診
療
所
の
浄

化
槽
工
事
の
不
足
分
二
十
五
．
万
円
。

　
下
水
の
配
管
工
事
費
な
ど
に
二
十

一
万
七
千
円
を
充
て
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
予
備
費
の
残
り
は
、

四
百
九
十
五
万
六
干
円
と
な
り
ま
し

た
c

簡
水
会
計
の
補
正
（
第
二
回
）

馴
年
度
の
繰
越
額
を
予
備
費
に

　
決
算
で
生
じ
た
四
十
七
万
四
千
円

を
補
正
額
と
し
、
予
備
費
に
繰
入
れ

て
こ
の
総
額
は
、
九
十
七
万
六
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

る
左
側
の
山
林
。
　
（
一
部
下
刈
り
終

了
）
面
積
は
、
一
互
二
九
㎡
。

　
価
格
は
、
立
木
補
償
を
含
み
千
百

九
十
五
万
円
で
、
逐
次
整
地
を
し
て

い
き
ま
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
の
選
任

　
和
久
井
広
吉
さ
ん
に
同
意

　
　
　
　
（
水
梨
・
枝
茂
の
下
）

教
育
委
員
の
任
命

　
相
沢
太
嘉
治
さ
ん
に
同
意

　
　
　
　
（
水
梨
・
多
ぜ
ん
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
）

答
弁

　
農
地
施
工
分
は
町
で
管
理
し
、
そ
の
他
林
務
、

営
林
、
土
木
施
工
分
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
所
で
管

理
す
る
こ
と
に
な
っ
た
．
、

質
間

　
ニ
ュ
ー
ス
に
よ
る
と
来
年
は
、
百
ヒ
ト
万
ト

ン
の
米
作
減
反
を
実
施
す
る
と
観
道
し
て
い
る
．
、

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
、
、

答
弁

　
指
示
さ
れ
た
反
別
に
協
力
し
な
い
訳
に
は
い

か
な
い
、
、
県
始
め
、
山
間
地
に
は
「
米
作
」
よ

り
仕
方
な
い
の
で
適
地
適
作
を
強
調
し
て
き
た
、
、

郡
内
各
町
村
と
も
力
を
合
わ
せ
て
そ
の
配
分
を

県
に
．
要
請
し
て
い
き
た
い
．
、

，
饗
、

■　　餌、4ク

醸
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黛

㎜
議
会
常
任
委
員
の
選
任

㎜
　
建
設
・
産
業
に
新
委
員
長

司曙
　
　
議
会
人
事
の
う
ち
、
二
年
間
の
任

㎜
期
が
終
え
た
常
任
委
員
の
選
任
は
、

㎜
所
属
希
望
を
取
っ
た
も
の
の
、
特
定

…
委
員
会
に
希
望
が
殺
到
。

…
　
　
地
区
ご
と
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ

…
各
議
員
の
意
向
を
持
ち
寄
り
調
整
し

㎜
た
結
果
、
次
の
と
お
り
選
任
し
ま
し

…
　
た
。

…
　
　
こ
れ
で
、
社
会
厚
生
委
員
会
が
全

㎜
員
留
任
し
た
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
メ
ン
バ

…
1
が
一
新
し
ま
し
た
。

㎜
　
　
　
（
◎
は
正
・
O
は
副
委
員
長
）

㎜
総
務
文
教
㈲

面
　
　
◎
福
原
庚
造
　
　
竹
内
平
八
郎

N　
　
　
O
滝
沢
重
介
　
　
丸
山
　
利
雄

燃
　
村
山
正
英
佐
藤
大
治

⑳

建
設
⑥

　
◎
竹
内
徳
治
郎

　
O
小
野
塚
熊
男

　
　
相
沢
達
雄

産
業
　
㈲

　
◎
久
保
田
勢
策

　
○
山
岸
石
松

　
　
村
山
佐
市

社
会
厚
生
㈲

　
◎
松
沢
保
雄

　
○
高
橋
重
次

　
　
田
辺
一
夫

高
橋
英
一

山
岸
繁
勝

佐
藤
重
竜

本
山
健
市

相
沢
善
一

高
橋
平
八
郎

邨
山
正
堅

特
別
委
員
会
の
設
置

　
議
員
定
数
審
議
特
別
委
員
会

　
町
議
会
議
員
の
定
数
問
題
を
本
格

的
に
検
討
す
る
た
め
新
設
。

　
委
員
会
の
構
成
は
、
正
副
議
長
、

正
副
常
任
委
員
長
に
よ
る
計
十
名

、
畿
当

鞠
向

矯療鞠

蟻．㈹熱　蓼構

醜撫羅
鷲灘一糠・r騰鱗纈搬　　＿一・　蟄

懸
謬
、
　

鱈
艦

　
　
　
　
1
寸
2
ー

で
、
委
員
長
に
は
、
田
辺
一
夫
・
副

委
員
長
に
は
、
福
原
庚
造
の
両
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
結
論
は
来
年
九
月
ご
ろ
を

目
途
に
出
す
予
定
で
す
。

請
願
・
陳
情
の
採
択

　
請
願
二
件
・
陳
情
二
件

要
旨
　
浦
田
の
プ
ー
ル
を
全
面
的
に

改
修
し
て
ほ
し
い
。

　
浦
田
小
P
T
A
会
長
竹
内
清
司
さ

ん
他
　
　
（
総
文
に
付
託
）

要
旨
　
西
之
前
部
落
内
の
農
道
を
町

道
に
昇
格
し
て
ほ
し
い
。

　
西
之
前
部
落
総
代
佐
藤
芳
夫
さ
ん

　
他
　
　
（
建
設
に
付
託
）

要
旨
　
町
道
樋
田
・
崩
田
線
及
び
崩

r　　　餐・渉輪　葦灘％々

　　鞠ある野　

　　　　　磯あ

　　　　　　警肇

・委島　留
　同　　　　　　　　　　．

田
．
田
麦
立
線
を
ア
ス
フ
ア
ル
ト
舗

装
に
し
て
ほ
し
い
。

　
樋
田
部
落
総
代
保
坂
市
次
郎
さ
ん

　
他
　
　
（
建
設
に
付
託
）

要
旨
　
町
道
松
代
・
松
之
山
線
の
道

路
改
良
工
事
を
早
期
に
願
い
た
い
。

　
上
川
手
部
落
総
代
滝
沢
和
平
さ
ん

　
他
　
　
（
建
設
に
付
託
）

　
5
1
町
会
計
決
算
を
認
定

　
町
会
計
（
一
般
・
国
保
・
簡
水
）

の
五
十
一
年
度
決
算
を
監
査
し
た
和

久
井
監
査
委
員
は
「
歳
入
歳
出
額
な

ど
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
正
確

で
あ
り
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
已

と
報
告
。

　
活
発
な
質
疑
の
後
、
全
員
が
賛
成

し
て
認
め
ま
し
た
。
　
（
あ
ら
ま
し
は

の
申

高
橋
英
司
さ
ん
を
訪
ね
て

で

前
記
）

意
見
書
の
議
決

　
国
保
制
度
の
改
善
強
化
・
5
3
年

　
　
産
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て

　
二
件
と
も
議
員
提
案
で
す
。

要
旨
　
老
人
医
療
費
・
高
額
療
養
費

の
支
給
に
よ
り
、
町
国
保
の
財
政
は
、

苦
し
い
。
こ
れ
を
国
の
力
で
解
決
し

て
ほ
し
い
。

要
旨
　
生
産
調
整
に
よ
り
減
反
し
た

農
地
は
荒
廃
し
、
復
元
で
き
な
い
。

「
米
」
単
作
し
か
な
い
立
地
条
件
の

中
で
、
農
家
経
済
が
成
り
立
つ
転
作

作
目
を
指
示
し
て
ほ
し
い
。

　
議
会
で
は
二
件
と
も
、
関
係
方
面

へ
す
で
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
柿
の
実
が
色
づ
く
こ
ろ
か
ら
食
卓
に
「
な
め
こ
汁
」

が
登
場
す
る
。

　
普
通
、
な
め
こ
の
裁
培
に
は
、
ホ
ダ
木
を
使
う
・
と

こ
ろ
が
、
こ
こ
中
山
さ
ん
宅
の
方
法
は
、
使
わ
な
い
。

　
お
が
屑
を
箱
に
入
れ
、
播
菌
す
る
。
箱
の
数
、
八
百

箱
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ぶ
。
そ
れ
も
ハ
ウ
ス
の
中
だ
か

ら
。

　
英
司
さ
ん
は
二
年
前
、
東
京
か
ら
帰
っ
て
来
た
。
始

め
た
動
機
は
？
「
出
稼
ぎ
し
な
く
て
も
、
暮
し
て
い
き

た
い
。
こ
れ
だ
っ
た
ら
、
四
季
を
通
じ
て
や
れ
る
と
思

う
し
…
…
。
」

　
景
気
は
ど
う
だ
い
？
「
十
五
回
ぐ
ら
い
出
荷
し
た
が
、

ま
あ
ま
あ
ー
已
と
、
長
い
髪
を
な
で
あ
げ
る
。

「
仲
闘
を
、
も
う
四
・
五
人
欲
し
い
已
と
語
る
。
秋
の

陽
ざ
し
で
黒
い
瞳
を
キ
ラ
ッ
と
輝
か
せ
な
が
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
月
1
2
日
　
記
）

》
お
っ
か
ち
ゃ

　
　
た
ま
に
は

　
　
腰
の
さ
ね
か
ネ

　
秋
の
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
を
計
画
し
ま

し
た
。
農
作
業
、
家
事
は
、
体
の
一

部
を
酷
使
し
、
ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
平

均
に
使
い
ま
す
。

　
成
人
病
が
急
増
し
て
い
る
今
日
、

原
因
は
食
事
と
運
動
の
不
均
衡
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
寒
い
冬
を
前
に
し
て
、
健
康
な
毎

日
を
送
る
た
め
、
是
非
こ
の
機
会
に

参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
後
の
「
さ
わ
や

か
さ
」
を
味
わ
っ
て
下
さ
い
．
、

　
な
お
、
毎
日
の
運
動
に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

お
近
く
の
体
育
指
導
員
に
お
訪
ね
下

さ
い
c

■
い
つ
、
す
る
の
？

　
1
1
月
2
4
日
㊦
　
1
時
3
0
分
か
ら

　
　
三
省
小
・
坪
野
小
・
東
川
小

　
1
1
月
2
5
日
◎
　
1
時
3
0
分
か
ら

　
　
松
之
山
小
・
松
里
小
・
浦
田
小

■
ど
ん
な
こ
と
、
す
る
の
？

　
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

町
五
分
間
体
操
・
そ
の
他

■
指
導
員
は
、
誰
な
の
？

野
本
正
．
．
ざ
ん
（
湯
本
・
野
本
屋
）

丸
山
サ
ワ
さ
ん
（
と
之
山
・
林
）

長
沢
　
　
昭
さ
ん
　
（
浦
田
中
）

柳
靖
治
さ
ん
（
湯
本
・
卜
歳
館
）

猪
田
完
生
さ
ん
（
松
之
山
小
）

小
野
塚
孝
雄
さ
ん
（
東
川
・
沢
）

相
沢
秋
男
さ
ん
へ
小
谷
∴
呂
ド
）

小包は12月15日までに、荷づくりはしっかり、住所はくわしくポスト



黛

㎜
議
会
常
任
委
員
の
選
任

㎜
　
建
設
・
産
業
に
新
委
員
長

司曙
　
　
議
会
人
事
の
う
ち
、
二
年
間
の
任

㎜
期
が
終
え
た
常
任
委
員
の
選
任
は
、

㎜
所
属
希
望
を
取
っ
た
も
の
の
、
特
定

…
委
員
会
に
希
望
が
殺
到
。

…
　
　
地
区
ご
と
の
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ

…
各
議
員
の
意
向
を
持
ち
寄
り
調
整
し

㎜
た
結
果
、
次
の
と
お
り
選
任
し
ま
し

…
　
た
。

…
　
　
こ
れ
で
、
社
会
厚
生
委
員
会
が
全

㎜
員
留
任
し
た
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
メ
ン
バ

…
1
が
一
新
し
ま
し
た
。

㎜
　
　
　
（
◎
は
正
・
O
は
副
委
員
長
）

㎜
総
務
文
教
㈲

面
　
　
◎
福
原
庚
造
　
　
竹
内
平
八
郎

N　
　
　
O
滝
沢
重
介
　
　
丸
山
　
利
雄

燃
　
村
山
正
英
佐
藤
大
治

⑳

建
設
⑥

　
◎
竹
内
徳
治
郎

　
O
小
野
塚
熊
男

　
　
相
沢
達
雄

産
業
　
㈲

　
◎
久
保
田
勢
策

　
○
山
岸
石
松

　
　
村
山
佐
市

社
会
厚
生
㈲

　
◎
松
沢
保
雄

　
○
高
橋
重
次

　
　
田
辺
一
夫

高
橋
英
一

山
岸
繁
勝

佐
藤
重
竜

本
山
健
市

相
沢
善
一

高
橋
平
八
郎

邨
山
正
堅

特
別
委
員
会
の
設
置

　
議
員
定
数
審
議
特
別
委
員
会

　
町
議
会
議
員
の
定
数
問
題
を
本
格

的
に
検
討
す
る
た
め
新
設
。

　
委
員
会
の
構
成
は
、
正
副
議
長
、

正
副
常
任
委
員
長
に
よ
る
計
十
名

、
畿
当

鞠
向

矯療鞠

蟻．㈹熱　蓼構

醜撫羅
鷲灘一糠・r騰鱗纈搬　　＿一・　蟄

懸
謬
、
　

鱈
艦

　
　
　
　
1
寸
2
ー

で
、
委
員
長
に
は
、
田
辺
一
夫
・
副

委
員
長
に
は
、
福
原
庚
造
の
両
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
結
論
は
来
年
九
月
ご
ろ
を

目
途
に
出
す
予
定
で
す
。

請
願
・
陳
情
の
採
択

　
請
願
二
件
・
陳
情
二
件

要
旨
　
浦
田
の
プ
ー
ル
を
全
面
的
に

改
修
し
て
ほ
し
い
。

　
浦
田
小
P
T
A
会
長
竹
内
清
司
さ

ん
他
　
　
（
総
文
に
付
託
）

要
旨
　
西
之
前
部
落
内
の
農
道
を
町

道
に
昇
格
し
て
ほ
し
い
。

　
西
之
前
部
落
総
代
佐
藤
芳
夫
さ
ん

　
他
　
　
（
建
設
に
付
託
）

要
旨
　
町
道
樋
田
・
崩
田
線
及
び
崩

r　　　餐・渉輪　葦灘％々

　　鞠ある野　

　　　　　磯あ

　　　　　　警肇

・委島　留
　同　　　　　　　　　　．

田
．
田
麦
立
線
を
ア
ス
フ
ア
ル
ト
舗

装
に
し
て
ほ
し
い
。

　
樋
田
部
落
総
代
保
坂
市
次
郎
さ
ん

　
他
　
　
（
建
設
に
付
託
）

要
旨
　
町
道
松
代
・
松
之
山
線
の
道

路
改
良
工
事
を
早
期
に
願
い
た
い
。

　
上
川
手
部
落
総
代
滝
沢
和
平
さ
ん

　
他
　
　
（
建
設
に
付
託
）

　
5
1
町
会
計
決
算
を
認
定

　
町
会
計
（
一
般
・
国
保
・
簡
水
）

の
五
十
一
年
度
決
算
を
監
査
し
た
和

久
井
監
査
委
員
は
「
歳
入
歳
出
額
な

ど
に
つ
い
て
監
査
し
た
結
果
、
正
確

で
あ
り
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
た
已

と
報
告
。

　
活
発
な
質
疑
の
後
、
全
員
が
賛
成

し
て
認
め
ま
し
た
。
　
（
あ
ら
ま
し
は

の
申

高
橋
英
司
さ
ん
を
訪
ね
て

で

前
記
）

意
見
書
の
議
決

　
国
保
制
度
の
改
善
強
化
・
5
3
年

　
　
産
米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て

　
二
件
と
も
議
員
提
案
で
す
。

要
旨
　
老
人
医
療
費
・
高
額
療
養
費

の
支
給
に
よ
り
、
町
国
保
の
財
政
は
、

苦
し
い
。
こ
れ
を
国
の
力
で
解
決
し

て
ほ
し
い
。

要
旨
　
生
産
調
整
に
よ
り
減
反
し
た

農
地
は
荒
廃
し
、
復
元
で
き
な
い
。

「
米
」
単
作
し
か
な
い
立
地
条
件
の

中
で
、
農
家
経
済
が
成
り
立
つ
転
作

作
目
を
指
示
し
て
ほ
し
い
。

　
議
会
で
は
二
件
と
も
、
関
係
方
面

へ
す
で
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。

　
柿
の
実
が
色
づ
く
こ
ろ
か
ら
食
卓
に
「
な
め
こ
汁
」

が
登
場
す
る
。

　
普
通
、
な
め
こ
の
裁
培
に
は
、
ホ
ダ
木
を
使
う
・
と

こ
ろ
が
、
こ
こ
中
山
さ
ん
宅
の
方
法
は
、
使
わ
な
い
。

　
お
が
屑
を
箱
に
入
れ
、
播
菌
す
る
。
箱
の
数
、
八
百

箱
が
と
こ
ろ
狭
し
と
並
ぶ
。
そ
れ
も
ハ
ウ
ス
の
中
だ
か

ら
。

　
英
司
さ
ん
は
二
年
前
、
東
京
か
ら
帰
っ
て
来
た
。
始

め
た
動
機
は
？
「
出
稼
ぎ
し
な
く
て
も
、
暮
し
て
い
き

た
い
。
こ
れ
だ
っ
た
ら
、
四
季
を
通
じ
て
や
れ
る
と
思

う
し
…
…
。
」

　
景
気
は
ど
う
だ
い
？
「
十
五
回
ぐ
ら
い
出
荷
し
た
が
、

ま
あ
ま
あ
ー
已
と
、
長
い
髪
を
な
で
あ
げ
る
。

「
仲
闘
を
、
も
う
四
・
五
人
欲
し
い
已
と
語
る
。
秋
の

陽
ざ
し
で
黒
い
瞳
を
キ
ラ
ッ
と
輝
か
せ
な
が
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
月
1
2
日
　
記
）

》
お
っ
か
ち
ゃ

　
　
た
ま
に
は

　
　
腰
の
さ
ね
か
ネ

　
秋
の
巡
回
ス
ポ
ー
ツ
を
計
画
し
ま

し
た
。
農
作
業
、
家
事
は
、
体
の
一

部
を
酷
使
し
、
ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
平

均
に
使
い
ま
す
。

　
成
人
病
が
急
増
し
て
い
る
今
日
、

原
因
は
食
事
と
運
動
の
不
均
衡
に
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
寒
い
冬
を
前
に
し
て
、
健
康
な
毎

日
を
送
る
た
め
、
是
非
こ
の
機
会
に

参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
後
の
「
さ
わ
や

か
さ
」
を
味
わ
っ
て
下
さ
い
．
、

　
な
お
、
毎
日
の
運
動
に
つ
い
て
、

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

お
近
く
の
体
育
指
導
員
に
お
訪
ね
下

さ
い
c

■
い
つ
、
す
る
の
？

　
1
1
月
2
4
日
㊦
　
1
時
3
0
分
か
ら

　
　
三
省
小
・
坪
野
小
・
東
川
小

　
1
1
月
2
5
日
◎
　
1
時
3
0
分
か
ら

　
　
松
之
山
小
・
松
里
小
・
浦
田
小

■
ど
ん
な
こ
と
、
す
る
の
？

　
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

町
五
分
間
体
操
・
そ
の
他

■
指
導
員
は
、
誰
な
の
？

野
本
正
．
．
ざ
ん
（
湯
本
・
野
本
屋
）

丸
山
サ
ワ
さ
ん
（
と
之
山
・
林
）

長
沢
　
　
昭
さ
ん
　
（
浦
田
中
）

柳
靖
治
さ
ん
（
湯
本
・
卜
歳
館
）

猪
田
完
生
さ
ん
（
松
之
山
小
）

小
野
塚
孝
雄
さ
ん
（
東
川
・
沢
）

相
沢
秋
男
さ
ん
へ
小
谷
∴
呂
ド
）

小包は12月15日までに、荷づくりはしっかり、住所はくわしくポスト
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募正月はふるさとで
集〆切．．12月10日

　
　
　
　
　
｝
馨
…

　
今
冬
も
出
稼
ぎ
援
護
対
策
で
正
月

帰
省
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
乗
車
料
金
の
う
ち
、
一
、
四
五
〇
円

　
を
、
県
と
町
が
助
成
し
ま
す
。

出
発
　
東
京
ー
1
2
月
28
・
29
・
3
0
日

　
　
　
名
古
屋
1
28

・
30
日

料
金
　
東
京
ー
三
、
七
〇
〇
円

　
　
　
名
古
屋
－
四
、
三
〇
〇
円

申
込
　
　
「
帰
省
バ
ス
運
行
」
の
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
の
①
F
I

　
　
　
　
　
　
　
　
》
《
2
》
《
2
♪
〉
≦
妻
～
5

円7
　
　
最
低
賃
金
額
が
、
十
一
月
四
日
か
ら
改
正
に
な
り
ま

4
　
し
た
。

22
こ
れ
は
、
新
潟
県
内
で
働
く
人
を
全
員
対
象
と
し
、

日
　
使
用
者
は
こ
の
額
以
上
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

－
　
　
ま
た
、
次
の
も
の
は
最
低
賃
金
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

金
◎
精
皆
勤
．
通
勤
．
家
族
の
各
手
当
。

賃
◎
臨
時
に
支
払
う
金
額
。

麗
◎
◎
鱒
無
難
孟
　
潔

正
詳
細
驚
繰
護
勲

改

く
！
く
！
♪
＞
！
♪
》
！
く
！
く
／
ρ
〉
！
く
／
く
！
く
！
く
！
く
！
♪
〉
／
≦
く
！
く
！
≦
♪
＞
！
ρ
〉
！
く
！
く
／
2
〉
！
く
／
⊃
玉
／
く
！
♪
》
／
≦
く
／
く
！

　
経
済
的
な
理
由
で
、
子
供
さ
ん
の

教
育
費
な
ど
に
お
困
り
の
方
は
、
申

し
出
を
。

◎
対
象
者

一
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
。

二
今
は
生
活
保
護

　
を
受
け
て
い
な

　
い
が
、
町
教
委

　
で
必
要
と
認
め
た
方
。

三
P
T
A
会
費
、
学
級
費
な
ど
の
学

　
校
納
付
金
が
免
除
さ
れ
て
い
る
方
。

四
そ
の
他
。

◎
援
助
さ
れ
る
経
費
。

一
修
学
旅
行
の
経
費
。

二
寄
宿
舎
の
居
住
費
。

三
学
校
安
全
会
の
掛
金
。

四
通
学
費
な
ど
。
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士
再
末
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繋
た
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締

ま
で
．
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◎
申
請
先

　
町
教
委
「
就
学
援
助
の
係
」

◎
お
問
合
せ
先

　
町
教
委
就
学
援
助
の
係
か
在
鵬
．
ナ
の

　
学
校
長
に
お
訪
ね
下
さ
い
。

魑
性
方
の
た
み
に
誉
町
で
鞠
が
添
え
を

首
行
く
と
こ
ろ
、
断
産
藁
内

轡脳
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持
膨
藏
鞍
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沢
　
俊
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・
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鳥
清
）

・
沢
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や
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・
と
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や
）

水
L
．
）

・
穏
居
や
）

・
せ
ぎ
）

・
鹿
島
や
）

堂
の
下
）

・
人
）

ほ
し
場
）

・
治
、
兵
衛
）

・
久
保
田
〉

富
田
や
）

切
通
）

・
つ
ん
ね
）
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愛
煙
家
の
み
な
さ
ん
、
町
の
収

入
に
「
た
ば
こ
消
費
税
」
が
あ
り

ま
す
、
、

　
こ
の
税
は
、
た
ば
こ
一
本
に
つ

き
、
．
八
・
．
％
の
税
率
が
か
け

ら
れ
て
お
り
、
　
「
町
家
計
簿
」
で

ご
案
内
の
と
お
り
、
九
．
白
八
卜
万

円
が
、
町
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
憩
い
の
ひ
と
と
き
、
煙
を
く

ゆ
ら
す
と
き
の
気
分
は
格
別
な
り
」

と
は
愛
煙
家
の
方
が
た
の
弁
。

　
し
か
し
、
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い

る
と
き
の
温
度
は
四
．
白
度
近
く
あ

り
、
物
を
燃
す
に
は
充
分
。
毎
年
、

〃
た
ば
こ
を
買
う
な
ら
町
内
で
、

拾
て
る
な
ら
灰
皿
へ
”
を
実
行
し
、

町
を
き
れ
い
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
，

直
道
の
長
男
）

・
隆
一
の
二
女
）

或
・
士
り
、
、
女

・
直
蔵
の
長
男
）

　
一
の
長
男
）

・
英
男
の
二
女
）

・
良
二
の
長
男
）

・
正
明
の
長
男
）

・
始
の
長
男
）

・
正
の
長
女
）

一
郎
の
長
男
）
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9
発
行
／
松
之
山
町
　
■
編
集
／
議
会
事
務
局
　
　
●
印
刷
／
沢
田
印
刷
K
K

三
学
期
鴛
新
校
舎
で

奮
∫

　
十
二
月
二
十
五
日
は
松
之
山
高
校

に
と
っ
て
、
新
し
い
歴
史
の
一
頁
に

刻
む
一
日
で
し
た
。
■
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
：
ト
三
階
建
て
の
モ
ダ
ン
な
校
舎

が
完
成
し
、
引
越
す
こ
と
が
出
来
た

か
ら
で
す
。

8
小
学
校
の
間
借
り
？
的
校
舎
を
土

台
に
、
定
時
制
、
地
す
べ
り
被
害
な

ど
幾
多
の
ギ
ャ
プ
を
乗
越
え
て
来
た

今
日
。
■
関
係
者
の
「
血
と
汗
」
の

結
晶
と
い
え
ま
す
。
■
三
学
期
に
入

っ
た
今
、
次
の
ド
ラ
マ
は
屋
体
の
早

期
完
成
に
移
り
ま
し
た
。

町
職
員
の
う
ご
き

▼
退
職
（
1
0
月
3
1
日
付
）

村
山
ゆ
り
ヂ
（
産
業
課
・
農
政
係
）

ル
艶

く
糞
、


